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1　は　じ　め　に

東北の代表的な土壌（中性火山灰土，花崗岩大，沖積土）

を集めて設置されている場内（厨川）の人工圃場を利用し

て，春菊，ホウレンソウ，イタリアンライグラス（以下イ

タリアン）による施肥窒素の利用率，春菊，ホウレンソウ，

イタリアンを組み合わせた輪作体系下における施用窒素の

動態，前作施用窒素の後作への利用，また，それらの麦わ

ら施用による影響などを土壌の種類別に明らかにし，地力

維持からみた合理的な作付休系確立の基礎資料を得ようする。

2　試　験　方　法

ェンバク均一栽培跡地の人工圃場に，長さ2桝，幅1桝

の枠をl種類の土壌について8個作製し，深さ20印に埋め

込み，細分して使用した。作付体系は表1に示すとおり。

ここに報告する内容は2年目に得られた結果を要約したも

のであり，初年目と2年目の施肥設計を表2に示す。

表1作付体系

初　　 年　　 目 2　　 年　　 目

野　 菜 ・ 第1作：春菊 イタリアンライグラス
畑作物輪作 第 2作：ホウレンソウ

野菜連作 第 1作：春菊 第 1作：春菊
第2作：ホウレンソウ 第2作：ホウレンソウ

義2　供試作物への施肥量（毎10α）

区名
春　 菊 ホウ レンソウ クリア ンライグラス

N P 20 5 K 20 N P20 5 K 20 N P 20 5 K 20

少肥 8 24 12 8 16 16 10 14 14
標肥 16 24 12 16 16 16 20 20 20
多肥 24 24 12 24 16 16 30 26 26
残効 16 24 12 16 16 16 0 20 20

注．MgOは各作物とも3毎／10α

施肥窒素の利用率は基肥，追肥のすべてに15N硫安を使

用して求めた。後作による前作施肥窒素の吸収量を調査す

る区では，前作にのみlSN硫安を使用し，後作には通常の

硫安を使用した。また，前作施肥窒素の土壌中における動

態は残効区で追跡した。

31軌験結果及び考案

（1）イタリアンライグラスの生育と施肥窒素の利用率

刈取回数は5回であり，1番草刈取は6月18日，以下7

月17日，8月18日，9月25日，最終刈取は11月4日で，そ

の時には残株も掘りおこし地上部に準じて調査した。

土壌の種掛こよる生育量の違いを比較すると，中性火山

灰土壌では初期生育が悪く，1番草の収量は他の土壌に比

べ明らかに少ないが，3番草になると，むしろ中性火山灰

土壌の収量が多くなり，年間のTotal収量では土軌こよる

差が認められない（表3）。

全窒素吸収量は中性火山灰土が最も多く，花崗岩土，沖

表3　イタリアンライグラスの乾物収量（榛肥区）
（ク／〝ハ

　 項 目

土 壌

刈　　　 取　　　 回
残 株 計

1 番 2 番 3 番 4 番 最 終

中 性 火 山 灰 2 5 0 3 1 2 1 0 1 2 2 3 56 2 0 3 1，1 45
花 こ う 岩 34 2 3 2 3 7 1 16 5 2 4 17 7 1，10 1
沖　　　 積 3 3 7 3 3 2 7 1 1 6 9 5 2 12 0 1，0 8 2

蓑4（姦晶品アンライグラスによる窒素吸雌（究／】オ）

　 目
土 壌

刈　　　 取　　　 回
残 株 計

1 番 2 番 3 番 4 番 最 終

中 性 火 山 灰 6 ．6 9 7 ．5 3 1 ．5 6 3 ．8 9 0 ．9 9 4 ．5 9 2 5 ．2 5

花 こ う 岩 7 ．3 3 5 ．2 8 1 ．0 8 2 ．6 7 0 ．3 2 3 ．3 4 2 0 ．0 2

沖　　　 積 6 ．7 6 5 ．2 3 0 ．7 9 2 ．6 7 0 ．6 7 2 ．3 1 1 8 ．4 3

表5　時期別採草の全窒素に占め墨準肥窒素の割合
（イタリアンライグラス

　 項 目

土壌

15N　　 寄　 与　 率 温

11′4
全体

1 番 2 番 3 番 4 番 最終

6／18 7／17 8／18 9／25 11／4

中性火山灰 59．8 62．3 27．4 50．2 16．4 40．6 5 1．6

花 こ う 岩 44．＄ 61．2 33．1 5令．0 38．1 （42） 49．7

沖　　　 填 50．9 56．9 24．6 6 2．3 28．5 45．6 40．8

注．施肥N量……基肥　もg／扉（4月20日）
追肥は6月18日と8月18日の地上部刈取後にそれぞれ
ぞれ6乳／財施用
施肥N寄与率＝作物体のN％e刃CeSS／施肥Nの％
excess xlOO

－261－
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義6　イタリアンライグラスによる施肥窒素利用率
（標肥）

　 項 目

土 壌

施 肥　 窒　 素　 利　 用　 率 （射

1 番 2 番 3 番 4 番 最 終 残 株
計

6 ハ 8 7／ 1 7 8 ∧ 8 9 ／2 5 1 1 ／4 1 1 ／4

中 性 火 山 灰 2 0 ．2 2 3 ．5 2 ．1 9 ．8 0 ．4 7 ．3 6 5 ．1
花 こ う 宕 1 6 ．4 16 ．2 1 ．＄ 7 ．7 0 ．6 7 ．0 4 9 ．7
沖　　 積 1 7 ．2 1 4 ．7 1 ．0 臥 3 1 ．0 5 ．3 4 7 ．7

積土の順に少ない（表4）。全窒素のうち施肥窒素の占め

る割合は表5に示すとおりであり，中性火山灰土と花崗岩

土では，施肥窒素と土壌窒素の割合がはば1：1であるの

に対し，沖積土のそれは2：3となり，沖積土では土壌窒

素に対する依存度の高いことを示している。また，施肥窒

素の利用率は中性火山灰土の65％に対し，花崗岩土，沖積

土では50％弱であった（表6）。

（2）前作施肥窒素の後作への利用

少肥（N8毎／106）あるいは多肥（N24わ／100）条

件のもとに春菊とホウレンソウを栽培し，後作物にイタリ

アンを栽培した場合における前作施肥窒素の寄与率を表7

に示す。少肥区では，前作施肥窒素の寄与率は5－9％の

範囲にあり，土壌の種類別では沖積土＞花崗岩土＞中性火

山灰土の順に低い。多肥区の寄与率は8～17％と全体に高

く，特に花崗岩土壌では17％にもなった。

表7　後作による吸収窒素のうち前作に施用した窒素
の割合

　 項 目

土 壌 ・区

前 作 施 用 窒 素 の 寄 与 率 （％）

1 番 2 番 3 番 4 番 最 終 残 株 全 体

中 火
少 肥 ＋ 10 ．3 2 3 ．5 6 6 ．7 6 2 ，1 4 4 ．6 3 4 ．6 3 5 ．3 8

8 ．5 4 3 ．9 1 5 ．3 3 3 ．5 6 4 ．9 8 3 ．9 1 5 ．3 5

山

性 灰

多 肥 ＋ 4 ．9 8 1 4 ．2 3 川 ．0 1 8 ．54 1 4 ．5 9 8 ．9 0 1 0 ．6 5

－ 5 ．3 3 8 ．9 0 1 2 ．1 0 6 ．4 1 1 4 ．2 3 7 ．8 3 8 ．0 6

花 う 少 肥 － 9 ．6 1 7 ．1 2 8 ．5 4 7 ．1 2 4 ．9 8 7 ．4 7 7 ．9 8

こ 岩 多 肥 － 2 1 ．3 5 1 8 ．3 7 2 9 ．5 3 8 ．9 0 7 ．4 7 1 2 ．4 6 1 6 ．9 4

沖

少 肥 ＋

多 肥 ＋

1 1 ．7 4 8 ．5 4 5 ．3 4 （5 3 0 ） 1 4 ．9 5 4 ．9 8 8 ．6 5

1 2 ．8 1 1 0 ，3 2 7 ．8 3 3 ．56 3 ．5 6 6 ，0 5 8 ．9 4

槙 9 ．9 6 8 ．9 0 1 2 ．1 0 7 ．1 2 9 ．9 tl 6 ．7 6 9 ．0 8

－ 1 1 ．7 4 1 3 ．1 7 1 6 ．0 1 6 ．0 5 8 ．9 0 （6 ．8 0 1 0 ．9 4

注．前作：春菊・ホウレンソウ．後作：イタリアンライグ
ラス

（3I　前作施肥窒素の土壌残存量

前作施肥窒素が後作栽培時の土壌の可給態窒素にどのく

らい存在しているかについて調査した結果が表8である。

施肥窒素の大部分は0－10‘闇までの層に存在し，その量に

土壌の種類による違いは少ない。一方，全可給態窒素量は，

土壌の種芙引こよって大きく異なり，最も多い中性火山灰土

壌のそれは，最も少ない花崗岩土壌のおよそ3倍であった。

表8　可給態窒素量と可給態窒素に含まれる施肥窒素
量（5月15日採土）

土　 壌 有 機 物

層　 位

可 給 態 可 給 態 窒 素 割　 合

の 施 用 の 窒　 素 に 含 ま れ る

施 肥 窒 素
B ．／／A

種　 類 有　 無 れ旬 ／仏 ） 掴 B ） × 10 0

中 性

火 山 灰

一 M

0 － 10 5 ．的 0 ．7 5 12 ．8

1 0 － 2 0 9 ．0 2 0 ．1 5 1 ．7

計 1 4 ．8 8 0 ．90 6 ．0

＋ M

0 － 1 0 6 ，1 0 0 ．8 5 13 ．9

1 0 － 2 0 8 ．6 8 0 ．18 2 ．1

計 14 ．7 8 1．0 3 7．0

花 こ

う 岩

－ M

0 － 10 3 ．2 3 0 ．6 1 18 ．9

1 0 － 2 0 1．7 0 0 ．10 5 ．9

計 4 ．9 3 0 ．7 1 14．4

＋ M

0 － 10 3 ．4 0 0 ．7 6 2 2．4

10 － 2 0 2．3 4 （0 ．13） 5 ．6

計 5 ．7 4 0 ．89 1 5 ．5

沖　 積

ー M

0 － 1 0 3 ．46 0 ．6 3 18 ．3

10 － 2 0 3 ．7 1 0 ．17 4 ．6

計 7．1 7 0 ．80 1 1．2

＋ M

0 － 1 0 3 ．56 0 ．8 5 2 3 ．9

10 － 2 0 4 ．0 2 0 ．2 2 5．5

計 7 ．5 8 1 ．07 1 4 ．1

4　ま　　と　　め

日）イタリアンライグラスによる施肥窒素の寄与率は土

壌の種類によって異なり，中性火山灰土52％，花崗岩土50

％，沖積土4川であった。

（2）後作物による吸収全室素量に対する前作施肥窒素の

割合は，少肥区で5～9％，多肥区で8～17％であった。

（3）可給態窒素量は土壌の種類により大きく異なったが，

可給態窒素中の前作施肥窒素量には土壌の種類による違い

がほとんどなく，0．7－1．0g／ガの範囲であった。
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